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   本 Schmid因子図表示は、BCCSchmidFactorCalcによる 
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 １．概要 

 ２．ソフトウエアの使い方 

  ２．１ ソフトウエアの起動 

 ３．ＤａｔａＩｎｐｕｔ動作確認 

  ３．１Ｐｌａｎｅ入力 

  ３．１．１ ＨＣＰ金属のシュミット因子計算（ｆｃｃ） 

  ３．２Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ入力 

  ３．３方位入力 

  ３．４ｅｕｌｅｒ角度入力 

  ３．５ ファイルより｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞を読み込む 

  ３．６ ファイルよりｅｕｌｅｒ角度を読み込み 

 ４．テストデータ入力 

 ５．ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の入力 

 ６．ＮＤ方向以外のＳｃｈｍｉｄ因子計算 

  ６．１ ２軸回転 

  ６．２ ＴＤ方向のＳｃｈｍｉｄ因子 

  ６．３ ＲＤ方向のＳｃｈｍｉｄ因子 

  ６．４ ＲＤからＴＤ間のｓｃｈｍｉｄ因子 

  ６．４．１ ＲＤから３０度、６０度、９０度ＲＤ方向に回転 

  ６．４．１ ＲＤから３０度、６０度、９０度ＲＤ方向に回転のＳｃｈｍｉｄ因子 

 ７．ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのＲＤ方向、ＴＤ方向Ｓｃｈｍｉｄ因子 

 ８．ＮＤからＲＤ、ＮＤからＴＤ，ＲＤからＴＤの連続Ｓｃｈｍｉｄ因子プロファイル 

  ８．１ ｄｅｍｏデータ 

  ８．２ ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

  ８．３ ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの各方位の表示 

 ９．ＭｕｌｔｉＤｉｓｐ画面の印刷 

 １０．Ｓｃｈｍｉｄ因子図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 単結晶試料に対し外力Ｆを与えた場合、すべり方向に対し、Ｆｃｏｓλが加わる。 

    断面積をＡとした場合、すべり面の面積はＡ／ｃｏｓφで計算される。 

 この時のせん断応力は 

  Ｆ／Ａｃｏｓφｃｏｓλ＝σｃｏｓφｃｏｓλ 

  Ｓ＝ｃｏｓφｃｏｓλ 

  をシュミット因子（Ｓｃｈｍｉｄ因子）という。 

   

  横浜国立大学岡安先生資料より 

 

 ＦＣＣ金属では、｛１１１｝＜１－１０＞がすべり方位である。 

 この評価を行ってみます。 

 Ｆの方位は、断面Ａの結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の｛ｈｋｌ｝のＮＤ方向として計算される。 

 Ｆとｎ，ｄの角度φ、λはそれぞれの面間隔から計算される。 

 

 以下に試作ソフトウエアで評価を行います。 

 

 

 バルク材では、断面積の結晶方位の定量（ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ）を行って 

 Ｓｃｈｍｉｄ因子を計算します。 

 但し、Ｓｃｈｍｉｄ因子は、各方位の最大値を採用する 

 本来、対称方位も扱うべきであるが、最大値を絶対値で扱えば、Ｓｃｈｍｉｄ因子を得られる。 

 

 

 



２．ソフトウエアの使い方 

  データ入力部分 

 

  計算部分      

データ入力モード    デモデータ 

   

 

プロファイルモード    プロファイル選択 

 

 

 



２．１ ソフトウエアの起動 

 C:¥CTR¥bin¥FCCSchmidFactorCalc3.jarを直接バブルクリック 

 あるいは、ODFPoleFigure1.5、ODFPoleFigure2のメニューバーの ToolKitから 

 OrientationDisplayToolsを選択 

  

  

 

 

 



３．ＤａｔａＩｎｐｕｔ動作確認 

３．１ Ｐｌａｎｅ入力（Ｐｌａｎｅから法線方向を計算しＳｃｈｍｉｄ因子を計算） 

 

続けて、１１１も入力し、Ｓｃｈｍｉｄｃａｌｃ 

 

  １２個の滑り面の最大値が表示される 

 

 

 



３．１．１ ＨＣＰ金属のシュミット因子計算（ｆｃｃ） 

 [30 5 95]のＤｉｒｅｃｔｉｏｎ（法線方向）を入力 

  

 

 



３．２ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ入力 

  

 Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ（法線方向）入力では、入力した値から直接計算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．３ 方位入力 

  

 ｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞が入力で、｛ｈｋｌ｝から法線方向を計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．４ ｅｕｌｅｒ角度入力 

  

 ｅｕｌｅｒ角度から｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞を計算し、｛ｈｋｌ｝の法線方向を計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．５ ファイルより｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞を読み込み 

  

 

 ファイル（．ｔｘｔ）に区切り文字スペース 

  ｈ ｋ ｌ ｕ ｖ ｗ 

 を入力し、読み込む 

  

 

３．６ ファイルよりｅｕｌｅｒ角度を読み込み 

  

 

 ファイル（．ｔｘｔ）に区切り文字スペース 

  ｐｈｉ１ ＰＨＩ ｐｈｉ２ 

 を入力し、読み込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．テストデータ入力 

  

  

 ｛１３２｝から法線方向を計算する。 

 

 

 

 

 

 

 



５．ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の入力 

  

入力極点図から計算した ODF   VolumeFractuion結果の ODF 

 

 

 入力極点図から計算した ODFの最小値は０．０であるが、 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果は０．１４６であり、バックグランドは１５％ 

 このバックグランドにｒａｎｄｏｍ成分が含まれているか計算を行う。 

 

 



入力極点図から計算した ODFをＥｘｐｏｒｔし、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで計算 

 

 ｒａｎｄｏｍ成分は含まれていません。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

  

  この結果からＳｃｈｍｉｄ因子を計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｓｃｈｍｉｄ因子計算 

 その他の成分を除いて計算を行う。 

  

 各方位の｛ｈｋｌ｝から法線方向を計算し、最大Ｓｃｈｍｉｄ因子とＶＦ％から 

 全体のＳｃｈｍｉｄ因子を計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．ＮＤ方向(機械座標系)以外のＳｃｈｍｉｄ因子計算 

 計算する機械座標系からＳｃｈｍｉｄ因子を計算する。 

 計算は、結晶方位を指定された機械座標系に対する結晶方位を求め、Ｓｃｈｍｉｄ因子を計算する。 

 例えば、ｃｏｐｐｅｒ｛１１２｝＜１１－１＞方位をＲＤ軸で回転すると 

   

  ｛１１０｝＜１―１１＞方位が得られる。 

  

 本システムは、上図の CrystalRotationの入力方法を採用する。 

 



｛１１２｝＜１１－１＞方位では RD軸に９０度回転（TD方向）で０．４０８を得る。 

 

｛１１２｝＜１１－１＞に対し、ＲＤ軸を９０度回転ではＴＤ方向の｛－１１０｝＜１１－１＞が 

計算され、｛１１２｝の法線からＳｃｈｍｉｄ因子が計算される。 

以降の説明では、極点図を非対称で説明を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．１ ２軸回転 

 ND軸を９０度回転 －＞TD軸を－９０度回転 －＞ND軸を－９０度回転は 

 

で行うが、ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎの回転は結晶軸で回転が行われるため 

方位毎に回転軸が異なる。 

｛１１２｝＜１１－１＞の方位の場合 ND軸回転は［１１２］軸回転が行われ、 

 

 

ＴＤ軸の場合［－１１０］軸回転が行われる。 

 

 

 

 

 



６．２ ＴＤ方向のＳｃｈｍｉｄ因子 

  

 

 

 

 

 



あるいは、 

 

 

各回転では得られる方位が表示されています。 

 



６．３ ＲＤ方向のＳｃｈｍｉｄ因子 

 

 

 

 



あるいは 

 

 

 

 

 



６．４ ＲＤからＴＤ間のｓｃｈｍｉｄ因子 

 ＲＤ方向 

  

６．４．１  ＲＤから３０度、６０度、９０度ＴＤ方向に回転 

ＲＤ軸から３０度 

  

ＲＤ軸から６０度 

  

ＲＤから９０度（ＴＤ） 

  

 

 

 

 



６．４．１ ＲＤから３０度、６０度、９０度ＲＤ方向に回転のＳｃｈｍｉｄ因子 

 ０度回転（ＲＤ） 

  

３０度回転 

 

６０度回転 

 

 

 

 



９０度回転（TD） 

 

 

ＴＤ方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのＲＤ方向、ＴＤ方向Ｓｃｈｍｉｄ因子 

 ＮＤ方向Ｓｃｈｍｉｄ因子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ＲＤ方向 

  

 ＴＤ方向 

  



８．ＮＤからＲＤ、ＮＤからＴＤ，ＲＤからＴＤの連続Ｓｃｈｍｉｄ因子プロファイル  

  

 扱うデータは、デモデータとＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

８．１ デモデータ 

  

 ＮＤ－＞ＲＤを５度間隔で表示 

  



 ＮＤ－＞ＴＤを５度間隔で表示 

  

 ＲＤ－＞ＴＤを５度間隔で表示 

  

 ＲＤ―＞ＴＤの各Ｓｃｈｍｉｄ因子は 

  

 

 

 



８．２ ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

  

  

 表示しているテキストデータ 

   

 



８．３ ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの各方位の表示 

 Ｓｃｈｍｉｄ因子プロファイルと指定された方位のＳｃｈｍｉｄ因子プロファイルを表示 

  

 ＲＤ－＞ＴＤ方向Ｓｃｈｍｉｄ因子プロファイル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 各滑り方向のプロファイル（１方位を選択時表示できます） 

   

  各角度の最大値が採用される。 

 

９．ＭｕｌｔｉＤｉｓｐ画面の印刷  

  マウス右クリック 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．Ｓｃｈｍｉｄ因子図 

 Ｓｃｈｍｉｄ因子図は、ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒＣａｌｃソフトウエアでサポートしています。 

  

  

 

 

 

 



 

  

 

 方位の｛α、β｝確度や，［ｕｖｗ］、｛ｈｋｌ｝入力でステレオ三角形上に表示します。 

 最大値は｛１８，１５｝です。 

 


